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地 理 歴 史 科 学 習 指 導 案
指 導 者 石 川 県 立 小 松 高 等 学 校 ・ 教 諭

指 導 日 時 ・ 教 室 平 成 １ ６ 年 ５ 月 ２ ０ 日 ２ 限 目 ２ ２ Ｈ 教 室
対 象 生 徒 普 通 科 ２ 年 生 ４ ０ 人 (内 訳 ２ ２ Ｈ ４ ０ 人 )
科 目 名 世 界 史 Ｂ （ ３ 単 位 ）
使 用 教 科 書 『 詳 説 世 界 史 Ｂ （ 山 川 出 版 社 ）』

１ 単 元 名 オ リ エ ン ト と 地 中 海 世 界

２ 単 元 （ 題 材 ） の 目 標
① 古 代 史 学 習 の 第 一 歩 と し て 、 他 の ど の 地 域 よ り も 早 く に 本 格 的 な 文 明 を 成 立 さ せ た メ

ソ ポ タ ミ ア と エ ジ プ ト 、 さ ら に そ の 影 響 を 受 け つ つ 発 展 し た 後 の 欧 米 文 明 の 基 層 と な
る ギ リ シ ア ・ ロ ー マ の 歴 史 を 題 材 と す る こ と に よ り 、 文 明 誕 生 の 原 因 と な る 基 本 的 要

、 。素 や 普 遍 的 か つ 個 性 的 な 文 化 に つ い て 関 心 を 持 ち 意 欲 を 持 っ て 学 習 活 動 に 取 り 組 む
【 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 】

② 我 が 国 を 含 む 他 地 域 の 古 代 史 に 共 通 す る 政 治 （ 宗 教 的 な 背 景 を 持 つ 神 権 政 治 な ど ） や
経 済 、 文 化 の 学 習 を 通 し て 、 古 代 と い う 時 代 そ の も の の 特 質 に つ い て 関 心 を 持 つ と と
も に 、 そ れ ら の 相 違 点 に つ い て も 比 較 分 析 す る 知 的 態 度 を 養 う 。

【 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 【 知 識 ・ 理 解 】】
③ 古 代 的 な 価 値 の い く つ か が 、 近 代 や 現 代 に ダ イ レ ク ト に つ な が る 点 （ メ ソ ポ タ ミ ア の

法 治 主 義 や ギ リ シ ア の 民 主 政 、 ロ ー マ の 共 和 政 な ど ） に 注 目 し 、 人 類 の 営 み が 様 々 な
文 化 圏 や 時 代 の 双 方 向 的 影 響 の プ ロ セ ス で 築 か れ て き た （ 築 か れ て ゆ く ） こ と を 、 現
代 社 会 が 抱 え る 様 々 な 課 題 と 関 連 づ け て 具 体 的 に 考 え る こ と が で き る 。

【 思 考 ・ 判 断 】
、 、④ 毎 回 の 授 業 テ ー マ に つ い て の 論 述 や 定 期 的 に 実 施 す る 図 書 室 で の 調 べ 学 習 を 通 し て

授 業 で 身 に つ け た 知 識 を 自 分 の 考 え や 意 見 を 表 現 す る 素 材 と し て 実 際 に 使 用 で き る よ
。 、 、う に す る そ れ に よ っ て 古 代 と い う い わ ば 人 類 史 の ル ー ツ に 関 す る 基 礎 的 な 知 識 を

身 近 な 出 来 事 や 日 々 の ニ ュ ー ス を 客 観 的 歴 史 的 に 分 析 ・ 判 断 で き る 技 能 的 な も の に 高
。 【 】め る 技 能 ・ 表 現

３ 指 導 に 当 た っ て
（ １ ） 生 徒 の 状 況

世 界 史 学 習 を 始 め た ば か り と い う こ と で 、 新 鮮 で 意 欲 的 に 取 り 組 む 姿 勢 が 強 く 見 ら
れ る 。 た だ し 、 外 国 地 理 に つ い て は 基 本 的 事 項 に つ い て も 知 識 が 不 足 し て い る た め 、
常 に そ れ を 補 う 工 夫 が 必 要 で あ る 。

（ ２ ） 指 導 方 針 ・ 方 法
、 。 、近 現 代 史 と 比 較 す る と 古 代 史 学 習 に は 物 語 的 な 楽 し さ が あ る そ れ は 授 業 の 中 で

神 話 や 伝 説 に 触 れ た り 、 考 古 学 上 の 謎 に 言 及 し た り で き る こ と に 由 来 す る と い え る 。
、 、 、 「 」よ っ て ア レ ク サ ン ド ロ ス や カ エ サ ル ク レ オ パ ト ラ な ど 生 徒 に と っ て の 有 名 人

が 登 場 す る 授 業 で は 、 大 胆 に 人 物 中 心 で 説 明 す る こ と が 有 効 な 場 合 が あ る 。 ま た そ の
際 に は 、 学 習 に 臨 む 意 欲 や 関 心 を 高 め る た め に 、 古 代 史 の 代 表 的 な 人 物 を 取 り 上 げ 歴
史 的 な 名 場 面 を 再 現 し て い る 様 々 な 映 画 の パ ン フ レ ッ ト を ヴ ィ シ ュ ア ル 教 材 と し て 利
用 す る 。

学 習 の ま と め と し て 、 毎 回 の 授 業 で は 中 心 テ ー マ に つ い て の 論 述 に 取 り 組 ま せ 、 考
査 後 に は 考 査 範 囲 内 で 自 分 が 最 も 興 味 を 持 っ た 題 材 （ 人 物 や 時 代 、 文 化 な ど ） に つ い
て 調 べ 学 習 を 行 わ せ る 。 そ れ ら を 通 し て 、 自 ら 考 え 、 学 ぶ 力 を 培 う と 共 に 、 授 業 の 枠
を 越 え た 発 展 的 な 学 び の 機 会 を 保 障 す る 。

４ 単 元 （ 題 材 ） の 指 導 計 画 （ 総 時 数 １ ６ 時 間 ）
第 一 次 古 代 オ リ エ ン ト （ ５ 時 間 ）
第 二 次 古 代 ギ リ シ ア （ ６ 時 間 ）

第 １ 時 エ ー ゲ 文 明
第 ２ 時 ポ リ ス の 民 主 政 ①
第 ３ 時 ポ リ ス の 民 主 政 ②
第 ４ 時 ギ リ シ ア 文 化 ････本 時

第 三 次 古 代 ロ ー マ （ ５ 時 間 ）

５ 本 時 の 指 導 計 画 （ 第 一 次 第 ４ 時 ）
（ １ ） 本 時 の ね ら い

、 、① 古 代 史 学 習 の 一 つ の 要 と し て 後 の 欧 米 文 明 の 基 層 と な る ギ リ シ ア 文 化 を 取 り 上 げ
そ の 個 別 性 と 同 時 に 時 代 や 地 域 を 越 え て 維 持 さ れ る 高 い 価 値 に つ い て 関 心 を 持 ち 、
意 欲 を 持 っ て 学 習 活 動 に 取 り 組 ん で い る 。

【 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 】
② 現 代 の 諸 課 題 に つ い て の 理 解 を 深 め 、 そ の 解 決 の 方 策 を 探 る た め に 必 須 の 教 養 で あ

る ギ リ シ ア 哲 学 の 知 識 を 身 に つ け 、 同 時 に 人 生 観 や 世 界 観 、 モ ラ ル 等 を 構 築 し よ う
と す る 知 的 態 度 を 自 分 の も の に す る 。

【 知 識 ・ 理 解 【 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 】】
③ 授 業 テ ー マ に つ い て の 論 述 を 通 し て 、 授 業 で 身 に つ け た 知 識 を 自 分 の 考 え や 意 見 を

表 現 す る 素 材 と し て 実 際 に 使 用 で き る よ う に な る 。
【 技 能 ・ 表 現 】



（ ２ ） 準 備 ・ 資 料 等
生 徒 に 回 覧 す る 映 画 の パ ン フ レ ッ ト （ ト ロ イ 「 王 女 メ デ ィ ア 、 絵 本 （ オ デ ュ「 」、 」） 『
ッ セ イ ア 、 文 庫 本 （ ソ ク ラ テ ス の 弁 明 ）』） 『 』

（ ３ ） 本 時 の 展 開

時 学 習 内 容 生 徒 の 学 習 活 動 教 師 の 指 導 ・ 支 援 評 価 規 準
間 （ ）観 点 ・ 評 価 方 法

導 学 習 内 容 の 確 ・ 配 付 プ リ ン ト で テ ・ 本 時 の テ ー マ の 意 味 や
入 認 ー マ を 確 認 し 、 資 意 義 を 伝 え る 。

（ 特 に 、 授 業 料 集 の 該 当 ペ ー ジ ・ 哲 学 」 の 語 義 が 「 科「
」 「 」３ の 終 わ り に を 開 く 。 学 と 対 称 的 な 万 学

分 論 述 す る 中 ・ 教 科 書 で テ ー マ に で あ り 、 そ れ は 全 て の
心 テ ー マ ） 関 す る 説 明 が 書 い 学 問 の 根 本 や 目 的 で あ

て あ る 箇 所 を 一 人 る こ と を 理 解 さ せ る 。
一 文 章 で 音 読 す る

展 ・ 板 書 の ノ ー ト 化 を
開 行 い 、 発 問 に 答 え

る （ 全 体 。）
42 １ ギ リ シ ア ・ ギ リ シ ア 文 化 が 人 ・ ギ リ シ ア 文 化 の 特 色 ・ オ リ エ ン ト
分 文 化 の 特 色 間 的 で 合 理 主 義 を と そ の 時 代 性 を 説 明 す 史 に 関 し て の

特 色 と す る 理 由 る 。 そ れ を 浮 き 彫 り に 復 習 の 発 問 を
を 、 交 易 や ポ リ ス す る た め に 、 既 習 の オ 行 い 、 既 習 の
の 市 民 生 活 か ら 推 リ エ ン ト の 文 化 と 比 較 知 識 が よ く 定
察 す る （ 全 体 。 す る 発 問 を 行 う 。 着 し て い て 、。 ）

２ ギ リ シ ア の ・ オ リ エ ン ト の 超 越 ・ 宗 教 と 文 学 に つ い て 新 た に 学 ぶ 事
宗 教 と 文 学 的 な 神 と 異 な る オ 著 者 や 人 物 を 紹 介 し な 項 の 理 解 や 把

リ ン ポ ス 十 二 神 の が ら 解 説 す る 。 こ こ で 握 に 役 立 て る
憎 悪 や 嫉 妬 と い っ 映 画 「 ト ロ イ 「 王 女 こ と が で き」
た 人 間 ら し さ を 理 メ デ ィ ア 」 等 の パ ン フ る 。
解 し 、 そ こ か ら 様 レ ッ ト や ホ メ ロ ス の 【 知 識 ・ 理 解 】
々 な 分 野 に お け る オ デ ュ ッ セ イ ア 絵 【 思 考 ・ 判 断 】『 』（
合 理 的 で 人 間 中 心 本 ） を 回 覧 し 、 視 覚 的
主 義 的 な ギ リ シ ア に 時 代 の 雰 囲 気 を 感 じ
文 化 の 特 徴 を 感 得 さ せ る 。
す る 。

３ ギ リ シ ア ・ 論 述 で 使 用 す る キ ・ ギ リ シ ア 哲 学 の 発 展 史
哲 学 の 発 展 ー ワ ー ド を 整 理 し を 、 自 然 を 考 察 し た イ

て お く 。 自 分 の 考 オ ニ ア 自 然 哲 学 → 人 間
え も 盛 り 込 む こ と を 研 究 し た が 相 対 ・ 主
が で き る よ う に 、 観 的 な ソ フ ィ ス ト 哲 学
最 近 の 関 心 事 や ニ → 普 遍 ・ 客 観 的 人 間 研
ュ ー ス 、 ま た は こ 究 の 本 格 的 哲 学 の 三 段
れ ま で 経 験 し て き 階 に 分 け て 発 展 的 に 把
た こ と や 己 の 人 生 握 さ せ る 。
観 等 と 関 連 さ せ て ・ ソ ク ラ テ ス と プ ラ ト ン
考 察 す る 。 の 関 係 を 示 す た め に 文

庫 本 『 ソ ク ラ テ ス の 弁
明 』 を 回 覧 す る 。

４ そ の 他 の ・ 我 が 国 の 歴 史 的 な ・ 歴 史 学 や 彫 刻 等 の ギ リ
ギ リ シ ア 文 建 造 物 に も ギ リ シ シ ア 美 術 、 さ ら に 数 学
化 ア 建 築 の 影 響 が 見 ・ 医 学 に つ い て も 簡 単

ら れ る こ と を 確 認 に 説 明 す る 。
し 、 世 界 史 の 中 に
日 本 史 を 位 置 付 け
る 。

ま １ 中 心 テ ー マ ・ 配 付 プ リ ン ト の キ ・ テ ー マ と 全 体 を 有 機 的 ・ 集 中 し て 論 述
と に つ い て の リ ト リ 線 以 下 の 解 に 結 ば せ る 発 問 を 行 に 取 り 組 ま せ
め 論 述 （ 1 2 0 答 欄 を 使 っ て 、 中 う 。 る 。 そ の 際 に

字 程 度 ） 心 テ ー マ に つ い て ・ 提 出 さ れ た 論 述 を 読 自 分 な ら で は
５ 論 述 す る 。 み 、 最 も 優 れ た も の を の 表 現 方 法 に
分 ・ 提 出 し 、 評 価 を 受 次 回 配 付 す る プ リ ン ト も 留 意 す る 。

け る 。 裏 面 に 印 刷 し て 紹 介 す 【 思 考 ・ 判 断 】
る 。 誤 り は 指 摘 し て 本 【 技 能 ・ 表 現 】
人 に 返 す 。


